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1.　茶の浸 出条件 を異にし た場合，溶 出K,  Na,  P 量

が茶の品質 によって どのように変化 するかを検討し た。
2.   K, Na は炎光分析法により．p は 比色法により

測定し た。

3.　そ の結果

①　茶の品質 のよい ものほどK,  Na,  P を多く含むこ

とを認 めた。

②　溶 出温度 が高く，溶出時 間が長く な る ほ どK,

Na, P い ずれ も溶出量 の増加 を認 めた。

③　浸出水 の沸騰時 間と溶出量 との間には，一 定の関

係 はみ られな かったが，水 の種類 と溶出量との間

には深い 関係 があるこ とを認 めた。


